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Sun Cluster 3.1 9/04独立リリース用特
記事項 (Solaris OS版)

Sun Cluster 3.1 9/04独立リリース用特記事項 (Solaris OS版)では、Sun Java™
Enterprise Systemからは独立してリリースされる Sun™ Cluster 3.1 9/04で個別に必
要になる手順について説明します。ここで説明する手順は、Sun Cluster製品マニュア
ルの手順への補足として参考にしてください。

以降の節では、次のような特別な手順について説明します。

� 3ページの「Sun Clusterフレームワークソフトウェアのインストール」
� 4ページの「Sun Java Systemアプリケーション用 Sun Clusterデータサービス
のインストール」

� 6ページの「他のアプリケーション用 Sun Clusterデータサービスのインストー
ル」

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。Sun Clusterソフトウェアは、SPARC ™と x86の 2つのプラットフォームで実行
されます。このマニュアルの説明は、特別な章、節、注意書き、箇条書き、図、表、
例などで指定がない限り、両方のプラットフォームに当てはまります。

Sun Clusterフレームワークソフトウェア
のインストール
Sun Clusterフレームワークソフトウェアのインストール手順については、リリース
3.1 9/04の『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』 (Part No.
819-0171)を参照してください。この独立した Sun Clusterリリースでは、3.1 9/04の
『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』に記載された手順が該当
します。
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Sun Java Systemアプリケーション用
Sun Clusterデータサービスのインス
トール
次に、Sun Java Systemアプリケーションの Sun Clusterデータサービスを示します。

� Sun Cluster HA for Sun Java System Application Server
� Sun Cluster HA for Sun Java System Application Server EE (HADB)
� Sun Cluster HA for Sun Java System Message Queue
� Sun Cluster HA for Sun Java System Web Server

これらのデータサービスの個別ガイドでは、Sun Java Enterprise Systemとともに提供
されるデータサービスのインストール方法について説明します。Sun Java Enterprise
Systemとは別個に Sun Cluster 3.1 9/04を入手した場合は、次の手順に従って Sun
Java Systemアプリケーション用データサービスをインストールします。

� Sun Java System Application用データサービスを
インストールする方法
Sun Clusterの初回のインストール時にデータサービスパッケージをインストールしな
かった場合は、この手順でパッケージをインストールしてください。この手順は、
データサービスパッケージをインストールする各クラスタノード上で個別に実行しま
す。この手順の実行には、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

Web Startプログラムを使ってデータサービスパッケージをインストールします。Web
Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユーザーイ
ンタフェース (GUI)を使用して実行できます。CLIと GUIでの作業の内容と手順はほ
とんど同じです。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマニュアルペー
ジを参照してください。

1. データサービスパッケージをインストールするクラスタノード上で、スーパーユー
ザーになります。

2. (省略可能) Web Startプログラムを GUIで実行する場合は、必ず DISPLAY環境変
数を設定します。

3. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMをロードします。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行されており、CD-ROMデバイスを管理
するように構成されている場合は、デーモンによって CD-ROMが自動的に
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/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROM上で、インストールしているデータサービスのコンポーネントディレク
トリに移動します。

データサービスのWeb Startプログラムは、このディレクトリに入っています。

# cd component-dir

component-dirは、インストールしているデータサービスの CD-ROM上のコンポー
ネントディレクトリです。次の表を参照してください。

データサービス コンポーネントディレクトリ

Sun Cluster HA for Sun
Java System Application
Server

/cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_SunONE_Application_Server_3.1

SPARC Sun Cluster HA
for Sun Java System
Application Server EE
(HADB)

/cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_SunONE_HADB_1.0

Sun Cluster HA for Sun
Java System Message
Queue

/cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_SunONE_Message_Queue_3.1

Sun Cluster HA for Sun
Java System Web Server

/cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_SunONE_Web_Server_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたなら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、「一般」を選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、「カスタム」を選択します。

7. 画面上の指示に従ってデータサービスパッケージをノードにインストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムのインストール結果が出力され
ます。この出力を使用して、インストール時にWeb Startによって作成されたログ
を確認できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレクトリに
あります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. CD-ROMドライブから Sun Cluster Agents CD-ROMをアンロードします。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。
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b. CD-ROMをアンロードします。

# eject cdrom

他のアプリケーション用 Sun Cluster
データサービスのインストール
他のアプリケーション用データサービスの個別ガイドでは、Sun Java Enterprise
System Accessory CD Volume 3からデータサービスをインストールする方法について
説明します。Sun Java Enterprise Systemとは別に Sun Cluster 3.1 9/04を入手した場
合は、データサービスを Sun Cluster Agents CD-ROMからインストールします。つ
まり、個別のガイドで説明する手順がこの独立した Sun Clusterリリースに適用され
ることになります。
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